
去
る
十
月
三
日(

金)

の
五

い
さ
つ
の
後
、
三
分
間
の

校
時
、
一
年
二
組
の
国
語
の

漢
字
テ
ス
ト
を
実
施
し
、

研
究
授
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

相
互
で
の
採
点
作
業
後
に

た
。
授
業
は
、
知
念
常
美
先

答
案
を
回
収
し
ま
し
た
。

生
・
喜
納
由
美
子
先
生
に
よ

そ
の
後
、
本
時
の
目
標

る
Ｔ
Ｔ
授
業
で
、
本
校
の
先

「
本
文
と
図
表
を
対
比
さ

生
方
だ
け
で
な
く
、
神
原
小

せ
な
が
ら
本
文
を
読
み
、

学
校
・
壺
屋
小
学
校
、
宜
野

事
実
を
と
ら
え
る
」
と
い

湾
市
の
長
田
小
学
校
・
宜
野

う
こ
と
で
、
授
業
が
展
開

湾
小
学
校
・

し
て
い
き
ま
し
た
。

去
る
九
月
二
十
四
日
よ
り
校
内
読
書
旬
間
実

去
る
二
日(

木)

六
校
時
、
又
吉
ひ
と
み
先
生

宜
野
湾
中
学

気
持
ち
を
合
わ
せ
な
が

施
中
で
す
。
期
間
中
に
「
一
人
五
冊
以
上
図
書

の
指
導
の
下
、
体
育
館
に
て
「
様
々
な
人
と
楽

校
の
先
生
方
、

ら
の
全
員
に
よ
る
一
斉
音

館
の
本
を
読
む
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
図
書

し
い
時
間
を
過
ご
そ
う
」
と
い
う
題
材
で
授
業

生
徒
数
を
遙

読
や
グ
ル
ー
プ
学
習
を
取

館
の
雰
囲
気
作
り
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

を
公
開
し
ま
し
た
。

か
に
上
回
る

り
入
れ
な
が
ら
、
グ
ル
ー

そ
の
内
容
と
し
て
、
読
書
標
語
作
成
や
神
原
中

授
業
に
は
、
四
・
五
組
の
生
徒

六
十
名
あ
ま

プ
の
意
見
を
発
表
す
る
場
面
で
も
、
大
勢
の
先

学
校
Ｐ
Ｏ
Ｐ
大
賞
作
成
を
行
い
、
作
品
を
図
書

だ
け
で
な
く
、
仲
井
真
中
の
生
徒

り
の
先
生
方

生
方
の
見
守
る
中
、
生
徒
達
は
明
る
く
元
気
に

館
の
方
で
掲
示
し
て
い
ま
す
。

一
名
も
参
加
し
、
と
も
に
汗
を
流

の
見
守
る
な

発
表
を
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

生
徒
会
の
図
書
委
員
会
の
活
動
と
し
て
も
、

し
て
い
ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
後

か
進
め
ら
れ

授
業
終
了
後
は
、
図
書
館
の
方
へ
移
動
し
、

読
書
旬
間
の
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
や
校
内
放
送
、

の
ゲ
ー
ム
を
通
し
、
チ
ー
ム
対
抗

ま
し
た
。

松
島
中
学
校
の
上
江
洲
朝
男
教
頭
先
生
を
指
導

作
品
の
展
示
等
を
行
っ
て
い

の
形
で
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め

全
員
が
起

助
言
に
お
招
き
し
て
の
小
中
合
同
の
授
業
研
究

ま
す
。
以
下
、
生
徒
作
品
。

て
い
ま
し
た
。

立
し
て
の
あ

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
大
賞
）

下
写
真
→

一
の
一

島
袋
桜
梅

（
読
書
標
語
）

☆
心
で
読
む
読
書
の
秋

去
る
九
月
三
十
日(

火)

に
沖
縄
市
民
劇
場
「
あ

一
の
三

高
良
秋
星

し
び
な
ー
」
に
て
開
催
さ
れ
た
少
年
の
主
張
大

☆
一
冊
の
本
と
の
出
会
い
で

会(

県
大
会)

で
、
三
年
の
真
栄
田
由
乃
さ
ん
が

何
か
が
変
わ
る

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

二
の
三

上
原
望
生

由
乃
さ
ん
は
、
那
覇
市
の
大
会
、
那
覇
地
区

☆
図
書
館
が
君
と
ぼ
く
の

の
大
会
に
続
い
て
三
回
目
の
発
表
と
な
り
ま
し

秘
密
基
地

た
。
惜
し
く
も
県
代
表
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま

三
の
一

大
城
藤
乃

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
大
会
を
通
し
て
自
信

と
と
も
に
大
き
な
体
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た

○
下
記
写
真
は
、
先
生
方
の
勧

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
体
験
を
活
か
し
、
今
後

め
る
本
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

も
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

合唱コン取組!!
来る10月29日(水)那覇市民会

館大ホールにて行われる第47回
校内合唱コンクールへ向けて、
テーマ「大切な仲間の声を信じ
て つかめ 夢のグランプリ」
のもと取り組んでいます。
去る３日(金)の４校時には、

本番の入場隊形等を含めた一年
生の合唱リハーサルが行われ、
７日(火)には２年生、８日(水)
には３年生のリハーサルが実施
されました。
当日の本番へ向けて、各学級

ごとに音楽室や体育館、武道場、
ピロティー等を利用して練習を
重ねていきます。
合唱コンクールの伴奏者・指

揮者の決定、ポスター作成など
も検討中です。
今回の合唱コンクールには、

アトラクションとして神原小・
壺屋小の６年生が合同で合唱を
披露する予定です。
プログラム等の詳細について

は決定次第、案内いたします。 平成26年
10月8日

神原中
不定期28号

小中合同授業研!!
～神原中校区小中一貫教育の取り組み～

一学期評価!!
来る10日(金)で、平成26年

度の一学期が終了します。生
徒達の半年間の頑張り具合が
観点別評価がＡ･Ｂ･Ｃ、評定
が５･４･３･２･１の形で表記
されます。学習面以外の係・
当番活動等についても記録と
して表現されます。
特に、学習面の評価につい

ては、5月30日の学校説明会
で確認しましたように、提出
物等を含む「日頃の授業にお
ける観点別評価」を60％、定
期テストを40％とし、それを
合計した数字を評定点として
「基準…５は85点以上、４は
75点以上85点未満、３は55点
以上75点未満、２は35点以上
55点未満、１は35点未満」で
決定されます。
観点別評価のＡ･Ｂ･Ｃにお

いても、それぞれに幅があり
ます。日頃の提出物や発表、
ノートの記入、小テストの結
果等をＡ(3点)、Ｂ(2点)、Ｃ
(1点)として、各観点別に平
均を出し、2.5を超えたらＡ、
1.5以上2.5以下をＢ、1.5未
満をＣとしています。なお、
テストの点で、オールＡでも
５ではない場合もあります。

神
中
し
ー
ぶ
ん

読
書
旬
間
取
組
！

少
年
の
主
張(

県)

！

四
･五
組
公
開
授
業
！


